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駒ケ岳山開き

毎月 2回　1日・16 日発行
http://www.city.semboku.akita.jp/

４月9日、角館交流センターでチャリティーフリーマーケット
が開催されました。
交流センター内に設けられた会場では、割り当てられた区画ご
とに出店者の皆さんがたくさんの商品を並べていました。
子ども・婦人衣料やおもちゃなど商品は様々。会場に訪れた皆
さんはお店の方と楽しく語らいながら、お気に入りの一品を探
していました。

会話も楽しいフリーマーケット



角館の桜まつり　４月２０日（日）～５月５日（月）

桧木内川堤には２キロメートルに渡ってソメイヨ

シノが咲き誇ります。武家屋敷等には、樹齢３００

年以上の古木や、国の天然記念物に指定されてい

る１６２本のシダレザクラがあります。

●問合せ／角館の観光行事実行委員会（仙北市観

光課内）☎４３－３３５２　　仙北市観光情報センター

「角館駅前蔵」☎５４－２７００

八津・鎌足かたくり群生の郷
　４月１９日（土）～５月６日（火）（予定）

西木町の特産品である西明寺栗の栗林に、密度・

規模ともに日本最大級の薄紫色の可憐なカタクリ

の花が群生しています。

●問合せ／かたくり群生の郷保存会　☎４７－

３５３５

刺巻水ばしょう祭り
　４月１２日（土）～５月６日（火）

国道４６号線沿いの広さ約３ヘクタールの刺巻

湿原にミズバショウやザゼンソウが一面に咲き

誇ります。国道や線路沿いでこれほどの群生地

はめずらしいです。

●問合せ／仙北市田沢湖観光情報センター「フォ

レイク」　☎４３－２１１１

まつり花
情報 !!

仙北市

春の訪れを感じられる季節になりました

西木町八津・鎌足のカタクリ、田沢湖刺巻湿

原のミズバショウ、角館武家屋敷のシダレザ

クラ、桧木内川堤の桜並木、その他にも季節

が変わるごとに様々な花が途切れることなく

咲いて、私たちの目を楽しませてくれます。

奇跡のピアノコンサート
～桜の季節に～　樺細工で生まれ変わった　

第２９回国民文化祭・あきた２０１４応援事業
１０月４日（土）～１１月３日（月・祝）

会場　角館町平福記念美術館（角館町表町上丁 4-4） 54-3888

美術館入館料　大人（高校生以上）300 円　コンサートのみの方は無料

主催　　Oto を楽しむ会～古きピアノに樺のアート・プロジェクト～

問合せ　 090-2989-2918 安藤満里・ 090-5233-6127 倉持千惠子

4 月 25 日（金）ピアノトリオ「コレンテ」　～春のひと日ピアノトリオ～　　　　

　　　　　　　　『ピアノ三重奏曲ト長調 Hob.25 より』（ハイドン）『花のワルツ』（チャイコフスキー）ほか

4 月 26 日（土）秋田県立大曲高等学校合唱部　～花＊花～　　　　　　　　　　

　　　　　　　　『Ecco  mormorar  l’onde』（モンテヴェルディ）　『花』（瀧廉太郎）　『愛燦燦』

　　　　　　　　『やさしさに包まれたなら』（荒井由実）　『サクラ色』（アンジェラ・アキ）ほか

4 月 27 日（日）斎藤　洋（ピアノ）　堀谷睦美（ピアノ）～連弾名曲コンサート～

　　　　　　　　『軍隊行進曲』（シューベルト）　『ワルツ』（ブラームス）ほか

5 月　2 日（金）大山英子（ピアノ）～祖先に想いを馳せて～

　　　　　　　　『ソナタ KV331』第 1 楽章（モーツァルト）

　　　　　　　　『ハンガリー狂詩曲第 13 番』（リスト）ほか　

5 月　3 日（土）伊藤　伸（ピアノ）～春への憧れ～

　　　　　　　　『樅の木』（シベリウス）　『リゴードン』( ラヴェル )　『アメリのワルツ』　ほか

5 月　5 日（月）山田朗子（ピアノ）～春に想いを寄せて～

　　　　　　　　『美女と野獣』　『旅のはじめに』（NHK）　『ハバネラ』　『メモリー』ほか

※各日とも 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00 の２回公演　　

Vol.4
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ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

いままでのスポ少の成果や課題から
「家庭との連携が大切」「楽しいス

ポーツの提供」など、これからのス
ポ少のあり方を話す富田氏

協
定
後
、
握
手
を
交
わ
す
秋
田

銀
行
の
湊
屋
隆
夫
頭
取
（
写
真

左
）
と
門
脇
市
長

　

平
成
25
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

が
、
３
月
23
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
体
育
協
会
（
菅
原
陽
三
会
長
）
の

主
催
。
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
選
手
や
指
導

者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
、
長
年
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
。
平
成
25

年
度
は
51
人
７
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

ま
た
、
表
彰
式
後
に
は
、
仙
北
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
「
母
集
団
・
指
導
者
合
同
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

常
任
委
員
・
指
導
育
成
部
会
長
で
静
岡
理
工

受
賞
者
（
敬
称
略
）

《
功
労
賞
》
▼
高
橋
政
義
（
野
球
）

《
栄
光
賞
》
▼
武
田
利
美
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
）
▼
大
桃
克
也
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
）
▼
櫻
田
孝
明
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
▼

山
崎
詩
乃
（
馬
術
）
▼
齊
藤
美
喜
子
（
弓
道
）

▼
澤
山
輝
和
、
山
上
剛
、
伊
藤
雅
英
、
新
山

基
紀
、
猪
本
幸
夫
（
以
上
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

▼
佐
々
木
翼
、
佐
々
木
優
（
以
上
、
カ
ヌ
ー
）

《
奨
励
賞
》
▼
小
木
田
帆
南
、丑
澤
文
（
以
上
、

サ
ッ
カ
ー
）
▼
門
脇
夏
紀
、
猪
本
麻
矢
、
煤

賀
愛
樹
（
以
上
、
陸
上
）
▼
千
葉
沙
陽
佳
（
卓

球
）
▼
筒
崎
楓
、
熊
谷
実
夢
（
以
上
、
登
山
）

▼
小
嶋
貫
太
、
下
村
美
緒
（
以
上
、
ス
キ
ー
）

▼
高
橋
夏
南
人
、
堀
川
凱
斗
（
以
上
、
野
球
）

▼
高
山
陸
、
田
口
裕
幸
（
以
上
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
）
▼
西
村
謙
一
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
▼

3月23日
角館樺細工伝承館

平
成
25
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

51
人
７
団
体
を
表
彰

　

秋
田
県
体
育
協
会
が
表
彰
す
る
、
国
体
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら

れ
る
「
畠
沢
国
体
賞
」
に
、
佐
々
木
優
選
手

（
角
館
町
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
選
手
は
第
68
回
国
民
体
育
大
会

「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
」
で
、カ
ヌ
ー

成
年
男
子
ワ
イ
ル
ド
ウ
オ
ー
タ
ー
・
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
（
ス
プ
リ
ン
ト
）
で
優
勝
し
、

そ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

３
月
28
日
、同
大
会
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル（
15
ゲ
ー
ト
）で
準
優
勝
と
な
っ

た
兄
の
佐
々
木
翼
選
手
（
角
館
町
）
と
共
に
、

　

３
月
19
日
、
仙
北
市
は
秋
田
銀
行
と
「
子

育
て
支
援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
子
育
て
支
援
と
定
住
促
進

に
よ
っ
て
人
口
を
確
保
す
る
た
め
、
連
携
協

力
し
て
子
育
て
世
帯
の
住
宅
・
教
育
等
の
支

援
や
、
雇
用
・
定
住
支
援
の
ほ
か
、
観
光
振

興
支
援
ま
で
含
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、一
定
の
条
件（
子

ど
も
を
３
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
な
ど
）
を

満
た
す
仙
北
市
民
に
対
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
金

利
優
遇
策
と
し
て「
子
育
て
支
援
特
別
金
利
」

（「
夢
・
応
援
プ
ラ
ン
」
基
準
金
利
よ
り
０
・

２
０
か
ら
０
・
４
５
％
引
下
げ
）
が
実
施
さ

れ
ま
す
。（
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
銀

行
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

畠
沢
国
体
賞
に
佐
々
木
優
選
手

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
優
遇
策
の
実
施
へ

第
68
回
国
民
体
育
大
会
（
カ
ヌ
ー
競
技
）
で
優
勝

秋
田
銀
行
と
「
子
育
て
支
援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に
関
す
る
協
定
」
締
結

3月27日3月19日
仙北市仙北市

県カヌー協会渡部卓理事（写真左）と受
賞報告に市役所を訪れた佐々木優選手

（写真中央）と佐々木翼選手。4 月から今
シーズンの競技が始まります。お二人の
さらなるご活躍を期待します。

「花の季節にはまだ早いが私の描いた花を楽しんでもらえれば」と話す
藤あや子さん

　

現
在
、
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
で
は
「
藤
あ
や
子
作

品
展-

彩
・
か
く
の
だ
て-

」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
藤
あ
や
子

さ
ん
も
出
席
し
「
子
ど
も
の

頃
か
ら
絵
を
描
く
の
は
好
き

で
し
た
。
絵
も
私
の
自
己
表

現
の
一
つ
。
私
の
作
品
を
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
藤
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

制
作
さ
れ
た
絵
画
や
陶
芸
の

作
品
を
一
堂
に
展
示
。
ぜ
ひ

会
場
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

藤
あ
や
子
作
品
展-

彩
・
か
く
の
だ
て- 

会
場
：
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

開
館
時
間
：
９
時
～
17
時
（
入
館
16
時
30
分
ま
で
）

入
館
料
：
高
校
生
以
上
３
０
０
円
。
中
学
生
以
下
、
仙
北
市
民
は
無
料

問
合
せ
：
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館　

☎
（
54
）
３
８
８
８

4月1日
平福記念美術館

藤
あ
や
子
作
品
展-
彩
・
か
く
の
だ
て-

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
藤
あ
や
子
さ
ん

難波和夫さんの活動発表「秋田駒ケ岳：噴火後の植生
の回復と変化」に聞き入る来場者

　

３
月
19
日
、
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
第
２
回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、１
０
０
人
以
上
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
田
沢
湖
公
民
館
を
中

心
に
活
動
す
る
学
習
文
化
団
体
や
グ
ル
ー
プ

の
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
学
習
文
化
交
流
を
進

め
よ
う
と
開
催
さ
れ
、
今
回
で
２
回
目
。
当

日
は
、
手
芸
、
編
み
物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
昔
語
り
、

ん
み
ゃ
も
の
料
理
講
習
会
、
コ
ー
ラ
ス
発
表

会
、
駒
ケ
岳
の
植
生
に
関
す
る
記
録
写
真
に

3月19日
田沢湖総合開発センター

第
２
回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り

日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表

市
役
所
に
受
賞
報
告
に
訪
れ
た
優
選
手
。「
今

回
の
受
賞
を
励
み
に
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

岩
田
晴
、
高
橋
慶
多
、
田
牧
勇
我
、
細
川
大

雅
、
千
葉
悠
也
、
佐
々
木
竜
生
、
田
川
礼
、

田
川
颯
、
畠
山
勇
輝
、
木
元
美
禪
、
湯
澤
瑠

奈
、
湯
澤
花
梨
奈
（
以
上
、
空
手
）
▼
鈴
木

勇
太
郎
、田
口
慧
、阿
部
大
樹
（
以
上
、ス
キ
ー
）

▼
及
川
貴
博
、三
浦
悠
、菅
湖
愛
、鈴
木
怜
奈
、

戸
村
彩
乃
、加
藤
瑠
菜（
以
上
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

《
指
導
者
賞
》
▼
藤
木
雄
二
（
ス
キ
ー
）

《
特
別
賞
》
▼
高
橋
靖
彦
（
ラ
ー
ト
）

《
団
体
　
奨
励
賞
》
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等

学
校
山
岳
部
女
子
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等
学

校
ス
キ
ー
部
男
子
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等
学

校
ス
キ
ー
部
女
子
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等
学

校
野
球
部
▼
生
保
内
中
学
校
女
子
剣
道
部
▼

秋
田
県
立
角
館
高
等
学
校
定
時
制
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
▼
仙
北
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ンJr

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

科
大
学
教
授
の
富
田
寿
人
氏
が
「
望
ま
し
い

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
求
め
て
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

「子育て支援特別金利」の概要

1　概要

2　取扱店

3　実施期間

全営業店・全パーソナルプラザ

平成 26 年 3 月 20 日（木）～平成 28 年 3 月 31 日（木）
（期間中の正式申込分が対象）

※詳細については、秋田銀行窓口へお問い合わせください。

【参考】平成 26 年 3 月の適用金利（金利は毎月見直しいたします｡）

項目 条件

適用金利

固定 3 年 ：「夢・応援プラン」基準金利から
年 0.20％引下げ

固定 5 年、10 年：「夢・応援プラン」基準金利から
年 0.45％引下げ

対象者
条件

①「夢・応援プラン」の対象者条件を充足する方
②お申込時点で扶養家族となっているお子様が 3
　名以上いる方
③仙北市住民の方
　( ご融資実行後に仙北市に転居する場合は申込時
　に他市町村住民でも可）
④仙北市内にある住宅新築・購入・増改築・借換資金

対象商品 住宅ローン「フルサポート」（特約自動更新タイプ）

金利選択 新規実行時「固定金利」選択限定

固定特約期間 「子育て支援
特別金利」

「夢・応援プラ
ン」基準金利 引下げ幅

固定金利 3 年間 年 0.65% 年 0.85% ▲年 0.20%

固定金利 5 年間 年 0.75% 年 1.20% ▲年 0.45%

固定金利 10 年間 年 1.10% 年 1.55% ▲年 0.45%

よ
る
活
動
発
表
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい
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生涯学習サークル紹介
【問い合わせ先】

教育委員会生涯学習課　 43-3383

　広報せんぼく平成 25 年 6 月 16 日号掲載の仙北市生涯学習ガイドか
ら主に市内で活動するサークルを紹介します。
　参加してみたいなど、活動に興味がある方は生涯学習課にお問い合
わせください。

※開催日時が変更になる場合がありますので、初めて参加さ
れる方は事前にお問い合わせください。

　この度、7 名の女性団員が応急手当普及員

の資格を無事取得しました！これは普通救命

講習の指導を消防本部と共に行うための資格

で、大仙市、美郷町、仙北市が合同で男性団

員と共に合計 24 時間の講習を受けました。

　全国の消防団員の中にはこの資格を持ち、

様々な市民層に対し応急手当の普及啓発に努

めている方もいます。そこで、私たちも 1 人

でも多くの市民が心肺蘇生法等の応急手当を

習得し実施に移すことができれば、救命事例が確実に増えてい

くものと思い今回挑戦しました。大曲仙北では初の試みでした

が、講師にあたってくださった救命士の方の指導のおかげで無

事全員合格することができました。将来女性団員全員がこの資

格を持ち活動することを目標としています。これから事業所や

学校などにお邪魔することになると思いますのでどうぞよろし

くお願いします。

　仙北市に女性団員が誕生して 5 年になります。地域の方によ

り密着した活動をして行きたいと思います。

西宮 三春

心肺蘇生法などの

応急手当を習得中

がんばる！

団防消性女

■サークル名 東雲クラブ

■活動日時 夏期：毎週　月～金
冬期：毎週　月・水・金（１１月 ~ ４月頃）
８：３０~ １５：００

角館東地区公民館　夏期：野球場
　　　　　　　　　冬期：体育館

■活動場所

現在老人クラブの仲間約２０人が常に集まって
楽しんでいます。

■会員数

グラウンドゴルフを通じて健康づくりと親睦を深めることを目的
に交流しています。月末には大会を行い、練習の成果を競ってい
ます。一人一品あげてもいい物を持ち寄り、それを賞品にして、
誰に何が当たるか分からない闇鍋形式が恒例となっています。

受講した７名の女性団員が応急手当普及員の資格を無事取得！

女性団員
募集中！
仙北市総合防災課

43-1115

しののめ

第10回

平
成
26
年
度
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、
２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
か
ら
の
保
険
料
率
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
が
一
定

以
下
の
世
帯
の
方
に
適
用
さ
れ
る

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、

５
割
軽
減
お
よ
び
２
割
軽
減
に
つ

い
て
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
保
険
料
上
限
額
に
つ
い
て
も

変
更
と
な
り
ま
す
。
改
定
後
の
保

険
料
率
に
基
づ
く
保
険
料
額
は
、

平
成
26
年
７
月
中
旬
頃
に
み
な
さ

ま
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

◆ 保険料率は変更ありません

◆ 所得割額の軽減措置（軽減割合は変更ありません） ◆ 賦課限度額が変わります

◆ 均等割額の軽減措置
（軽減割合は変更ありませんが、5 割軽減および 2 割軽減の対象が

拡大されます）

5 割軽減「基礎控除額（330,000円）+245,000円×被保険者の数（世帯主である被保険者を除く）」
2 割軽減「基礎控除額（330,000 円）+350,000 円×被保険者の数」

参考（改正前）

世帯主および被保険者の総所得金額等が
下記の基準を超えない世帯

軽減割合
均等割額
H25 年度まで

均等割額
H26 年度から

基礎控除額（330,000 円） 8.5 割 5,956 円 5,956 円

被保険者全員の年金収入 80 万円以下で、その他
各所得がない

9 割 3,971 円 3,971 円

基礎控除額（330,000 円）+245,000 円×被保険者の数 5 割 19,855 円 19,855 円

基礎控除額（330,000 円）+450,000 円×被保険者の数 2 割 31,768 円 31,768 円

後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者であった
被保険者

9 割 3,971 円 3,971 円

平成 25 年度まで 平成 26 年度から

均等割額 39,710 円 均等割額 39,710 円

所得割率 8.07 ％ 所得割率 8.07 ％

被保険者本人の総所得金額等 軽減割合

58 万円以下
（年金収入のみの場合は、153 万円～ 211 万円以下）

5 割

平成 25 年度まで 平成 26 年度から

賦課限度額 55 万円 57 万円

　
２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
保
険
料
率

は
、「
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」が
決
定
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
で
は
、

広
域
連
合
で
決
定
し
た
保
険
料
率
に
基

づ
き
、
保
険
料
の
通
知
や
納
付
書
を
み

な
さ
ま
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
保
険
料
率
改
定
で
は
、
医
療

費
の
今
後
の
伸
び
や
、
被
保
険
者
数
の

推
移
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
算
定

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
率
改

定
に
関
す
る
疑
問･

質
問
は
、
広
域
連

合
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

◆
業
務
課
　

０
１
８
（
８
５
３
）
７
１
５
５

◆
総
務
課
　

０
１
８
（
８
３
８
）
０
６
１
０

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　http://w

w
w

.akita-kouiki.jp/

　

　
　
→ 

左
枠
「
保
険
料
に
つ
い
て
」
内

保険料額 ＝ 均等割額 ＋ 所得割額（所得×所得割率）
均等割額…県内の加入者全員に等しく納めていただく金額です。
所得割額…加入者本人の所得に応じて納めていただく金額です。

後期高齢者医療保険料の内訳
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１２ ４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い

水
道
料
金
が
変
更
に
な
り
ま
す

（１月当たり：消費税込み）

（１月当たり：消費税込み）

（水量 1㎥当たり：消費税込み）

※平成 25 年 7 月から平成 30 年 6 月までの 5 年間は経過措置期間となっています。

単位：円

単位：円

◆基本料金

◆区分毎の使用料

◆従量料金

口径

改正前 改正後

一般用
温泉事業区域
および入湯税
特別徴収者用

一般用
温泉事業区域
および入湯税
特別徴収者用

13 mm 1,050 1,080

20 mm 1,260 1,296

25 mm 3,360 3,456

30 mm 5,460 5,616

40 mm 12,075 

7,140 

12,420 

7,344 
50 mm 21,000 21,600 

75 mm 50,190 51,624

100mm 86,310 88,776

種別 口径
水量段階 (㎥ )

1～5 6～10 11～20 21～30 31～50 51～100 101～500 501～1000 1001～

改
正
前

一般用
13 mm および
20 mm 52.5 84.0 189.0

199.5 220.5 231.0 178.5 136.5 105.0
25 mm 以上 189.0

温泉事業区域
および入湯税
特別徴収者用

13 mm および
20 mm 52.5 84.0

73.5
25 mm 以上 84.0

改
正
後

一般用
13 mm および
20 mm 54.0 86.4 194.4

205.2 226.8 237.6 183.6 140.4 108.0
25 mm 以上 194.4

温泉事業区域
および入湯税
特別徴収者用

13 mm および
20 mm 54.0 86.4

75.6
25 mm 以上 86.4

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
５
月
請
求
分
か
ら

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

　

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
い
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
等
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
５
月
検
針

分
（
４
月
使
用
分
）
か
ら
の
水
道
料

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
下

水
道
使
用
料
（
公
共
下
水
道
事
業
、
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
林
業
集
落
排
水
事
業
、

簡
易
排
水
事
業
、
浄
化
槽
事
業
）
が
５

月
請
求
分
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
９
６

金
が
、
次
の
と
お
り
改
正
後
の
水
道

料
金
表
に
よ
る
算
定
金
額
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
企
業
局
業
務
課

　

（
54
）
２
３
８
８

区分 汚水量 改正前使用料 改正後使用料

基本使用料 5 ㎥ まで 735 756

超過使用料

（1 ㎥ につき）

  6 ㎥ ～ 10 ㎥ 105 108

11 ㎥ ～ 20 ㎥ 136.5 140.4

21 ㎥ ～ 30 ㎥ 147 151.2

31 ㎥ ～ 40 ㎥ 157.5 162

41 ㎥ ～ 50 ㎥ 168 172.8

51 ㎥ ～100 ㎥ 178.5 183.6

101 ㎥ 以上 189 194.4

区分 改正前使用料 改正後使用料

専用住宅
および

併用住宅等

・基本使用料　　1,575 円

・世帯員割額　　１人につき　525 円
・基本使用料　　1,620 円
・世帯員割額　　１人につき　540 円

事業所等
・基本使用料　　3,150 円
・従業員等割額　１人につき　525 円

・基本使用料　　3,240 円
・従業員等割額　１人につき　540 円

単位：円

公共下水道事業・農業集落排水事業等

浄化槽事業

世帯員数 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人

改定前 2,100 2,625 3,150 3,675 4,200 4,725

改正後 2,160 2,700 3,240 3,780 4,320 4,860

汚水量 5 ㎥ 10 ㎥ 20 ㎥ 30 ㎥ 40 ㎥ 50 ㎥

改正前 735 1,260 2,625 4,095 5,670 7,350

改正後 756 1,296 2,700 4,212 5,832 7,560

（消費税込み）◆各汚水量の使用料比較表
単位：円

（１月当たり：消費税込み）

（１月当たり：消費税込み）

◆浄化槽の使用料

◆世帯員割毎の使用料比較表《一般家庭の場合》 単位：円
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●総務課　 43-1111

●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

市
役所

からのお知らせ
　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352



３

４
５

６７

８

９

仙
北
市
介
護
老
人
保
健
施
設 

に
し
き
園

仙
北
市
臨
時
介
護
職
員
の
募
集

●
業
務
内
容
／
施
設
利
用
者
の
身
の
回
り

　

の
世
話
（
食
事
、
入
浴
、
着
替
え
、
排

　

泄
等
）
な
ど
の
介
助
全
般
、
夜
勤
あ
り

●
募
集
人
数
／
３
人

●
募
集
要
件
／
・
経
験
者
尚
可　

・
介

　

護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
以
上
あ
れ

　

ば
尚
可　

・
普
通
自
動
車
免
許
（
通

　

勤
用
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／
４
月
16
日
（
水
）
～
28

　

日
（
月
）
ま
で

●
募
集
住
宅
／

　

松
葉
住
宅 

西-

２
０
１
（
築
9
年
）

◎
住
所
／
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉

　

２
４
７-

３

◎
規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
２
階
建
て
の
２
階

◎
月
額
家
賃
／
３
万
５
０
０
０
円　

　
（
駐
車
料
金
１
台
分
含
む
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
１
０
２
０
円　

　
（
２
台
目
よ
り
）

※
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
の
敷
金
の

　

納
付
、
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。（
抽
選
日
か
ら
10
日
以
内
）

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
為
、
屋

　

外
給
排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
④
ま
で
の

　

条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。（
婚

　

姻
の
予
約
者
を
含
む
）

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

　

る
こ
と
。

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

４
月
30
日
（
水
）

夜
間
納
税
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
４
月
30
日
（
水
）

　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

　

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

（
43
）
１
１
１
７

長
崎
県
大
村
市
、
茨
城
県
常
陸
太

田
市
、
秋
田
市

『
交
流
都
市
物
産
展
』
開
催

　

今
年
も
角
館
の
桜
ま
つ
り
の
期
間
に

あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
名
産
品

を
中
心
に
、
各
交
流
都
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
交
流
都
市
物
産
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、ご
家
族
・
ご
友
人
・

ご
近
所
様
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

会
場
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
５
月
１
日
（
木
）、２
日
（
金
）

　

10
時
～
16
時

●
会
場
／
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
前

●
参
加
都
市
／
長
崎
県
大
村
市
、
茨
城

　

県
常
陸
太
田
市
、
秋
田
市

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁

　

舎
）　

（
43
）
１
１
１
２

市
税
徴
収
嘱
託
員
の
募
集

　

仙
北
市
で
は
、
市
税
を
徴
収
す
る
嘱

託
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
／
市
税
の
徴
収
業
務
、
徴

　

収
業
務
に
伴
う
関
連
事
務
等

●
勤
務
時
間
／
１
日
当
た
り
７
時
間
30

　

分
以
内
（
８
時
30
分
か
ら
16
時
45
分

　

ま
で
）

※
１
週
間
あ
た
り
30
時
間
以
内
、
１
か

　

月
当
た
り
18
日
以
内

●
資
格
条
件
等
／
採
用
時
に
30
歳
以
上

　

65
歳
未
満
の
方
（
男
女
の
性
別
は
問

　

い
ま
せ
ん
が
、
普
通
自
動
車
の
免
許

※
単
身
入
居
の
場
合
は
、
条
件
が
あ
り

　

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。（
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前
に

　

都
市
整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集

　

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

　

日
必
着
）

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　

都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢

　

湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納

　

が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

各
１
通
（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
25
年
度

　

市
県
民
税
課
税
証
明
書
各
１
通
（
所

　

得
・
控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ

　

る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄

　

本
１
通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・

　

婚
姻
予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護

　

受
給
証
明
書
1
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
1
通

　
（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
し
て

　

い
ま
す
。（
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
）

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、

　

書
類
審
査
の
う
え
公
開
抽
選
（
申
込

　

人
に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い
ま
す
。

◎
抽
選
日
時
／
５
月
９
日
（
金
）
14
時

◎
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン

　

タ
ー　

２
階　

農
林
研
修
室

●
入
居
時
期
／
５
月
16
日
（
金
）
か
ら

　

入
居
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課　

　

住
宅
公
園
係
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
９
５

市民参加型インフラ維持整備事業への資
材支給の募集

　市民が参加し生活環境の改善を図るため、地域のイン
フラ維持整備を行う場合、これに必要な資材の支給を行
います。
●対象者／仙北市在住の市民で、市長が適当と認める団
　体（市民団体、ボランティア団体等）
●対象となる事業場所／認定道路以外の道路で、公共性
　の高い道路および地域が共同で使用する水路等
●対象物および対象件数／側溝等のコンクリート構造
　物、砂利、砕石、舗装用材等。ただし、消耗品的なも
　のは対象外。
　1 申請あたり 10 万円を上限とし、年度を通じて 1 回
　の支給となります。
　※支給対象事業は申請順を基本としますが、地域的偏
　差が認められると市長が判断した場合は、当該事業を
　対象としない場合があります。
●申請方法／資材の支給を受けようとする団体は、募集期
　間内に資材支給申請書を市長あてに提出してください。
　※申請書用紙は、建設課および各地域センターにあり
　ます。また、仙北市ホームページからダウンロードも
　できます。
●募集期間／ 4 月 15 日（火）から
●資材支給日 ／事業着手の前日までに施工場所へ運搬
　して支給します。
●申請・問合せ／
　〒 014 - 0592　西木町上荒井字古堀田 47
　建設課 監理係　 43-2294　℻   47-2166

●
雇
用
期
間
／
雇
用
日
～
平
成
26
年
９

　

月
30
日
（
契
約
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

●
募
集
期
間
／
募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

　

紹
介
状
と
履
歴
書
を
仙
北
市
介
護
老

　

人
保
健
施
設 

に
し
き
園
へ
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

●
選
考
方
法 

／
面
接
に
よ
っ
て
選
考
し

　

ま
す
。

●
問
合
せ
／
仙
北
市
介
護
老
人
保
健
施

　

設  

に
し
き
園　

（
47
）
３
２
１
１

　

を
有
し
て
い
る
方
）

●
報
酬
額
／
月
額
10
万
円

●
募
集
人
員
／
１
人

●
選
考
方
法 

／
面
接
試
験
（
履
歴
書
を

　

４
月
24
日
必
着
で
郵
送
ま
た
は
持
参　

　

く
だ
さ
い
）

※
面
接
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
日
／
平
成
26
年
５
月
１
日

●
申
込
・
問
合
せ
／

　

〒
０
１
４
‐
１
２
９
８

　

田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　

仙
北
市
税
務
課

　

（
43
）
１
１
１
７

　今年で 4 回目の参加となる「チャレンジデー」が

5 月 28 日（水）に開催されます。対戦相手は広島
県北広島町（人口 19,741 人、参加 2 回目）に決定しました。
　チャレンジデーは午前 0 時から午後 9 時までの間に継
続して 15 分以上の運動やスポーツ等を行った住民の参
加率（％）を対戦自治体と競うものです。
　当日は運動をして報告しましょう！
※詳しい内容は今後の市広報、市ホームページ等でお知
らせします。
●問合せ／仙北市チャレンジデー実行委員会事務局（ スポー
　ツ振興課内：角館庁舎） 43-3390

2014

市民総参加健康づくりの日

スポーツで明るく元気な仙北市！

10Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく11

●総務課　 43-1111

●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

市
役所

からのお知らせ
　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352
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子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
引
き

上
げ
に
際
し
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響

を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯

の
消
費
の
下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、

臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
給
付
す
る
予

定
で
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
申
請
受
付
時
期
や

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
給
付
対
象
者
／
基
準
日
と
な
る
平
成

　

26
年
1
月
1
日
で
、
平
成
26
年
1
月

　

分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）

【
社
会
教
育
委
員
】

　

社
会
教
育
法
に
基
づ
く
委
員
で
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
応
じ
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

計
画
を
立
案
し
た
り
、
教
育
委
員
会
の
会
議

に
出
席
し
社
会
教
育
に
関
し
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
の
公
民
館
長
、

市
民
会
館
長
、
図
書
館
長
の
諮
問
に
応
じ
て

各
種
事
業
の
企
画
実
施
に
つ
い
て
審
議
、
提

言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
委
員
は
次
の
方
々
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

委
員
長　

佐
藤 

正
美
（
角
館
）

　

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　

羽
根
川 

覚 　
（
田
沢
湖
）

　

委
員　

阿
部 

節
子 　
（
田
沢
湖
）

　

委
員　

大
石 

淳 　
　
（
田
沢
湖
）

　

委
員　

坂
本 

邦
子 　
（
田
沢
湖
）

　

委
員　

鈴
木 

勝
一 　
（
田
沢
湖
）

　

委
員　

田
村 

雄
幸 　
（
角
館
）

　

委
員　

廣
川 

浩
子 　
（
角
館
）

　

委
員　

藤
村 

榮
一 　
（
角
館
）

　

委
員　

三
浦 

栄
子 　
（
角
館
）

　

委
員　

浅
利 

重
昭 　
（
西
木
）

　

委
員　

阿
部 

陽
子 　
（
西
木
）

　

委
員　

大
澤 

博
公 　
（
西
木
）

　

委
員　

門
脇 

ト
キ
ヨ （
西
木
）

　

委
員　

齋
藤 

昭
道 　
（
西
木
）

　

任
期
２
年

　
（
平
成
26
年
２
月
20
日
～
平
成
28
年
２
月
19
日
）

　

受
給
者
の
う
ち
、
平
成
25
年
中
の
所

　

得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
に
満

　

た
な
い
方

●
給
付
対
象
児
童
／
給
付
対
象
者
の
平

　

成
26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例

　

給
付
を
含
む
）
の
対
象
と
な
る
児
童
。

　

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

　

や
生
活
保
護
の
被
保
護
者
等
は
除
く
。

●
給
付
額
／
給
付
対
象
児
童
１
人
に
つ

　

き
１
万
円

●
申
請
手
続
き
／
基
準
日
と
な
る
平
成

　

26
年
1
月
1
日
に
住
民
登
録
が
さ
れ

　

て
い
る
市
町
村
で
申
請
手
続
き
が
必

　

要
で
す
。
申
請
・
給
付
手
続
き
に
つ

　

い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

※
給
付
対
象
者
が
公
務
員
の
場
合

　

児
童
手
当
は
勤
務
先
か
ら
給
付
さ
れ

　

て
い
ま
す
が
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

　

例
給
付
金
の
給
付
は
平
成
26
年
１
月

　

１
日
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町

　

村
で
申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な

　

り
ま
す
。
勤
務
先
か
ら
発
行
さ
れ
る

　

証
明
書
が
必
要
で
す
。
既
に
交
付
を

　

受
け
ら
れ
た
方
は
、
申
請
時
期
ま
で

　

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

給
付
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
注
意
！

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
給

付
に
あ
た
っ
て
、
市
町
村
や
厚
生
労
働

省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
や
、
手
数
料
な
ど
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
警
察
署
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
電
話
番
号
：

　

 

０
３-

３
５
９
５-

３
５
２
８

◎
開
設
時
間
：
９
時
～
18
時
（
土
・
日
・

　

祝
日
を
除
く
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
推
進
課
が
担
当
し
て
い

ま
す
。

●
問
合
せ
／
子
育
て
推
進
課
（
西
木
庁

　

舎
）　

（
43
）
２
２
８
０

社
会
教
育
委
員
、
生
涯
学
習
奨
励
員
に
委
嘱
状
を
交
付

【
生
涯
学
習
奨
励
員
】

　

地
域
住
民
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
学
習
活
動
を
奨
励
・
援
助

し
、
生
涯
学
習
を
活
発
に
す

る
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

奨
励
員
の
皆
さ
ん
は
各
々
得
意
分
野
で
公

民
館
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
活
躍
し

て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
事
を
し
て
み
た
い
」・「
体

験
し
て
み
た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
奨
励
員
の
方
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
奨
励
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬

称
略
、
新
＝
新
任
、
再
＝
再
任
）

　

会
長　

渡
辺 

勇
悦　

 （
角
館
）
再　

　

副
会
長　

坂
本 

邦
子
（
田
沢
湖
）
再

　

副
会
長　

門
脇 

ト
キ
ヨ
（
西
木
）
再  

　

委
員　

石
橋 

政
文　

 （
田
沢
湖
）
再  

　

委
員　

大
石 

光
子　

 （
田
沢
湖
）
再　

　

委
員　

千
田 

ミ
ワ　

 （
田
沢
湖
）
再　

　

委
員　

千
葉 

薫　

 　
（
田
沢
湖
）
再  

　

委
員　

赤
川 

和
子　

 （
角
館
）
再

　

委
員　

酒
井 

泉　

 　
（
角
館
）
新

　

委
員　

館
花 

久
子　

 （
角
館
）
再

　

委
員　

新
山 

仁　

 　
（
角
館
）
再

　

委
員　

新
山 

正
雄　

 （
西
木
）
新

　

委
員　

橋
本 

敦
子　

 （
西
木
）
再

　

委
員　

畠
澤
み
つ
子
（
西
木
）
新

　

委
員　

村
上　

新
子
（
西
木
）
再

　

任
期
２
年

　
（
平
成
26
年
２
月
20
日
～
平
成
28
年
２
月
19
日
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

公
募
お
よ
び
説
明
会
に
つ
い
て

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
基
盤
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

本
公
募
は
、
公
正
に
事
業
者
を
選
定
・
指
定
し
、
よ
り
優
良
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
公
募
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
／

◆
応
募
要
件
／

　

①
設
置
主
体
は
法
人
で
あ
る
こ
と
。

　

②
整
備
年
度
内
に
事
業
の
開
始
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　

③
介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４
項
お
よ
び
第
１
１
５
条
の
12

　
　

第
２
項
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

　

④
応
募
に
係
る
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と
。

◆
応
募
に
係
る
説
明
会
／

　

◎
日
時
：
５
月
15
日
（
木
）
14
時
～

　

◎
場
所
：
大
仙
市
役
所
仙
北
庁
舎
３
階
第
１
会
議
室

　

◎
申
込
期
限
：
５
月
９
日
（
金
）
17
時

　

※
法
人
名
、参
加
者
名
、電
話
番
号
、開
設
を
希
望
す
る
事
業
名
、

　
　

開
設
予
定
地
、
開
設
予
定
時
期
を
明
記
し
、
左
記
宛
に
Ｆ
Ａ

　
　

Ｘ
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
介
護
保
険
事
務
所　

事
業
監
査
班

　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
３　

FAX
０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
４

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
の
種
類

整
備
年
度

複
合
型
サ
ー
ビ
ス

平
成
26
年
度

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

平
成
26
年
度

介
護
予
防
教
室

「
若
返
り
教
室
」の
お
知
ら
せ

　

仙
北
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
方
々
が
地
域
で
元
気
に
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ご
ろ
な
ん
と
な
く
体
の
調

子
が
思
わ
し
く
な
い
方
や
膝
や
腰
が
痛

い
方
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
第
２
の
心

臓
と
言
わ
れ
て
い
る
足
の
手
入
れ
や
自

分
で
で
き
る
簡
単
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

●
期
日
／
４
月
23
日
、
４
月
30
日
、
５

　

月
７
日
、
５
月
14
日
、
５
月
21
日
、

　

５
月
28
日
、
６
月
４
日　

※
水
曜
日

●
会
場
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

●
対
象
／
65
才
以
上
の
方
で
要
介
護
・

　

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

●
講
師
／
１
回
目
と
７
回
目
：
渡
辺
ユ

　

ミ
子
氏
（
秋
田
市
）、
２
回
目
か
ら

　

６
回
目
：
進
藤
ミ
ツ
ホ
氏
（
田
沢
湖
）

●
内
容
／
自
分
で
で
き
る
足
の
マ
ッ

　

サ
ー
ジ

●
準
備
す
る
も
の
／
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
水
分
補
給
の
た
め
の
水
か
お
茶

●
申
込
み
期
限
／
４
月
22
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
西
木
庁
舎
）　

（
43
）
２
２
８
３
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●総務課　 43-1111

●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

市
役所

からのお知らせ
　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352



▲

一般食品基準値：100Bq ／ kg 以下　（一般食品、平成 24 年 4 月 1 日より適用）

▲

問合せ／【学校給食】教育委員会教育指導課（角館庁舎） 43-3382　
　　　　　  【保育園給食】子育て推進課（西木庁舎） 43-2280　  【市民持込食材】生活環境課（角館庁舎） 43-3308

仙北市の放射性物質測定状況

【福祉施設】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地
セシウム 134

（測定下限値 Bq/Kg）
セシウム 137

（測定下限値 Bq/Kg）

にしき園 3 月 18 日 キャベツ 茨城県 測定下限値未満（6.18Bq/Kg） 測定下限値未満（7.68Bq/Kg）

【保育園給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地
セシウム 134

（測定下限値 Bq/Kg）
セシウム 137

（測定下限値 Bq/Kg）

生保内保育園

3 月 4 日 みかん 静岡県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

3 月 11 日 たまご 秋田県 測定下限値未満（5.99Bq/Kg） 測定下限値未満（7.43Bq/Kg）

3 月 18 日 もやし 岩手県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

神代保育園

3 月 4 日 白菜 秋田県 測定下限値未満（5.94Bq/Kg） 測定下限値未満（7.38Bq/Kg）

3 月 11 日 ほうれん草 秋田県 測定下限値未満（6.01Bq/Kg） 測定下限値未満（7.49Bq/Kg）

3 月 18 日 しいたけ 秋田県 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

にこにこ保育園

3 月 6 日 もやし 秋田県 測定下限値未満（6.09Bq/Kg） 測定下限値未満（7.57Bq/Kg）

3 月 13 日 白菜 秋田県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

3 月 20 日 じゃが芋 北海道 測定下限値未満（6.09Bq/Kg） 測定下限値未満（7.57Bq/Kg）

ひのきない保育園

3 月 6 日 白菜 秋田県 測定下限値未満（5.94Bq/Kg） 測定下限値未満（7.37Bq/Kg）

3 月 13 日 もやし 秋田県 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

3 月 20 日 鶏卵 秋田県 測定下限値未満（5.94Bq/Kg） 測定下限値未満（7.38Bq/Kg）

角館保育園（白岩
小百合保育園、角
館西保育園、中川
保育園）

3 月 6 日 たまねぎ 北海道 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

3 月 13 日 鶏卵 秋田県 測定下限値未満（5.95Bq/Kg） 測定下限値未満（7.39Bq/Kg）

3 月 20 日 白菜 茨城県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

※角館地区の保育園では、角館保育園が給食食材を一括購入しています。　　　　　　　　　　　　

　

家
の
周
り
の
雪
も
消
え
、
そ
ろ
そ
ろ
ご
み
の
片
付

け
で
も
、
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

家
庭
や
事

業
所
か
ら
出
た
ご
み
を
屋
外
で
焼
却
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
野
焼
き
」
は
、
廃
棄
物
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
家
庭
用
焼
却
炉
の
使
用
も

構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

屋
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
不
完
全
燃
焼
や
低

い
温
度
で
の
焼
却
と
な
る
こ
と
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
発
生
し
、
大
気
汚
染
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
年
ご
み
焼
き
が
原
因
と
な
る

火
災
が
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
ぐ
ら
い
は
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
ず
、
一
人

一
人
が
火
災
予
防
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
仙
北
市

の
環
境
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／

　

総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）　

（
43
）
１
１
１
５

　

生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）　

（
43
）
３
３
０
８

　

角
館
消
防
署　

（
54
）
２
３
０
２

▲

問合せ／生活環境課　 43-3308

岩手県野田村不燃系混合災害廃棄物受入に係る空間放射線量率測定結果 単位：マイクロシーベルト／時

日付

田沢湖一般廃棄物最終処分場
田向地区 

C 測定地点

国道 46 号線 
交差点付近
D 測定地点

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 2 か所
（測定平均値）

Ａ測定地点 Ｂ測定地点

3 月 18 日 0.05 0.03 0.03 0.03 0.04

放射性物質濃度の測定結果 単位：ベクレル／リットル※カッコ内は検出下限値

日付 測定項目

測定場所

田沢湖一般廃棄物最終処分場
周辺地区

飲用井戸水浸出水原水 放流水
放流水・

沢水の合流点
地下水

3 月 18 日
セシウム 134 不検出（0.4） 不検出（0.6） 不検出（0.5） 不検出（0.6） 不検出（0.9）

セシウム 137 不検出（0.7） 不検出（0.5） 不検出（0.6） 不検出（0.7） 不検出（0.9）

岩手県野田村の不燃系混合廃棄物受入に伴う調査結果

※平成 25 年度の岩手県野田村からの不燃系混合廃棄物の受入は終了しているため、運搬車輌の空間放射線量率欄は省略

【学校給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地
セシウム 134

（測定下限値 Bq/Kg）
セシウム 137

（測定下限値 Bq/Kg）

田沢湖学校給食
センター

3 月 5 日 にんじん 茨城県 測定下限値未満（6.06Bq/Kg） 測定下限値未満（7.35Bq/Kg）

3 月 12 日 豚肉 岩手県 測定下限値未満（県測定）

角館学校給食
センター

3 月 5 日 じゃが芋 北海道 測定下限値未満（5.98Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

3 月 12 日 いよかん 愛媛県 測定下限値未満（県測定）

西木学校給食
センター

3 月 5 日 キャベツ 秋田県 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

3 月 12 日 じゃが芋 北海道 測定下限値未満（県測定）

平
成
26
年
度

春
の
全
市
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す

　

雪
消
え
と
と
も
に
、
沿
道
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ

が
目
立
つ
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
田
沢

湖
・
西
木
地
区
で
行
っ
て
い
ま
し
た
一
斉
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
で
す
が
、
24
年
度
か
ら
角
館
地
区
も
あ
わ
せ

て
、
全
市
一
斉
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日
／
４
月
20
日
（
日
）
午
前
６
時
～

●
場
所
／
自
宅
周
り
、
町
内
会
館
周
り
、
沿
道
、
側

　

溝
な
ど

●
集
め
方
／
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
と
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」

　

を
別
々
の
袋
に
集
め
、
町
内
の
ゴ
ミ
集
積
所
に
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
す
る
袋
は
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
の
ほ
か
、
ス
ー

　

パ
ー
の
レ
ジ
袋
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
使
用
す

　

る
袋
に
は
必
ず「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ（
○
○
町
内
）」

　

と
大
き
く
書
い
て
く
だ
さ
い
（
未
記
載
の
も
の
は

　

収
集
し
ま
せ
ん
）。
た
だ
し
、
肥
料
袋
は
使
用
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
回
収
方
法
／
次
の
日
よ
り
、
通
常
の
ゴ
ミ
収
集
と

　

合
わ
せ
て
随
時
行
い
ま
す
。

※
家
電
や
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
ご

　

連
絡
願
い
ま
す
。

※
一
斉
以
外
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
町

　

内
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※
作
業
中
の
事
故
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）

　

（
43
）
３
３
０
８

野
焼
き
は
、

　
法
律
で
禁
止

　
　
さ
れ
て
い
ま
す
！

ご
み
の
焼
却
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
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相談

立町の桜まつり 
●会場／立町交流広場と立町商店会駐車場

【角館のお祭り「曳山」展示】 
●日程／4月20日（日）～5月6日（火・祝） 

【郷土芸能「飾山ばやし」披露と秋田内
陸線応援キャンペーンのイベント開催 】 
●日程／ 4 月 26 日（土）・27 日（日）・

29 日（火・祝）・5 月 3 日（土） 　●内

容／秋田国文祭を半年後に控え、桜シー

ズンに角館のお祭りや郷土芸能の披露を

通して角館の魅力をアピールします。秋

田内陸線のグッズや沿線の名産品も販売。

 

【松橋平八郎パネル写真展】 
●日程／4月20日（日）～5月6日（火・祝）

●会場／外町交流広場　●入場料／無料

●主催・問合せ／ＮＰＯ立町商店会 小

松　 53-2625

公民館講座
民謡伝承講座（生保内節元唄教室）
　吹けや 生保内東風（おぼねだし）の

歌い出しで知られる、民謡「生保内節」。

今も祝い事や直会などの宴席で多くの

人に歌い継がれ、地域を代表する民謡

の一つとなっています。

　この民謡は、複雑な節回しと息遣い

の難しさに特徴があり全国の民謡ファ

ンや唄い手からも注目されています。

　この生保内節元唄（正調生保内節）

の唄い方を基本からじっくり学ぶこと

ができる民謡伝承講座を下記の日程で

開催します。

●実施日 / ① 5 月 8 日　② 5 月 22

日　③ 6 月 12 日　④ 6 月 26 日

⑤ 7 月 10 日  ⑥ 7 月 24 日　 ⑦ 8

月 7 日  ⑧ 8 月 21 日　⑨ 9 月 4 日

⑩ 9 月 18 日　 ※ 木 曜 日（19：00 

～ 20：30）　●会場／田沢湖総合開

発センター（和室）　●受講料／無料　

●対象／仙北市在住で 5 歳以上の方　

●受付日／ 4 月 16 日から　※平日 8：

30 ～ 17：15（途中申込み可）　●

申込・問合せ／田沢湖公民館　 43-

1061　角館公民館　 54-1110　

西木公民館　 47-3100

大仙仙北地区障害者スポーツ教室
●主催／秋田県、（一社）秋田県障害者ス

ポーツ協会　●日時／ 5 月 14 日（水）

10：00 ～ 11：30　●参加費／無料　

●実施種目／ボッチャ、フライングディス

ク　●会場／大仙市大曲体育館　●対象

者／大仙仙北地区在住の身体・知的・精神

障がい者　●申込方法／所定の申込用紙

を事務局までＦＡＸまたは郵送にて送付

（関係書類は協会ホームページよりダウン

ロードできます）　●問合せ／（一社）秋

田県障害者スポーツ協会　 018-864-

2750　FAX018-874-9467　 ホ ー ム

ページ　http://www.akita-sports.jp/

寄せ植え教室
　山野草の寄せ植えで小さな鉢の中にひ

とつしかない世界を作り、季節の変化を

感じとってみませんか。今回は、5 回シ

リーズで季節の木や花で作ります。

●期日／① 5 月 15 日　② 6 月 19 日

③ 7 月 24 日　 ④ 9 月 18 日　⑤ 11

月 20 日　※木曜日（14：00 ～ 16：

00）　●会場／西木公民館　●材料代／

初回にセメント ･ 針金等 1,000 円 ( 花

の苗や苔代は ､1,000 ～ 2,000 円）　●

持ち物／ピンセット等　●講師／戸澤徳

昭氏 ( 草苑はなずさ）●募集定員／ 20

名　●募集期日／ 4 月 18 日（金）～ 5

月 2 日（金）まで先着順締切　●申込・

問合せ／田沢湖公民館　 43-1061

角館公民館　 54-1110　西木公民

館　 47-3100

第２８回東京田沢湖会総会開催
　仙北市・田沢湖をふる里ととし、首

都圏に在住する皆さんが集い、親睦と

交流を深めることを目的とした「東京

田沢湖会」の総会を開催します。当日

は産直品販売や、演芸民謡もあります。

首都圏に在住する親戚、知人、同窓会

の方々にご紹介ください。郷里の方の

参加も受け付けます。会費等詳しくは

下記まで。

●日時／ 6 月 8 日（日）12：00 ～

15：30　●会場／ホテル・ルポール麹

町会館（東京都千代田区平河町 2-4-3）

●申込・問合せ／会長　平鹿靖　

03-3658-9112　FAX03-3671-

3445

秋田県司法書士会
司法書士総合相談センター大曲
無料相談会
●相談内容／不動産・会社・法人の登記・

多重債務・成年後見等面談による相談

●予約方法／事前に必ず電話による予

約が必要です。毎月先着順に 4 件ま

で　●予約先／司法書士総合相談セン

ター大曲（予約専用電話 018-824-

0055）　●予約締切／前の週金曜日

15：00 まで　●開催日／ 4 月 23 日

（水）、5 月 28 日（水）、6 月 25 日（水）

※時間はいずれも 17：30 ～ 19：00

ま で　 ● 相 談

会場／サンクエ

スト大曲（大仙

市大曲日の出町

1-23-3）　●問

合せ／秋田県司

法書士会　　 018-824-0187

セミナー・教室等 イベント

まちづくり
日記
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「
子
は
親
を
超
え
ら
れ
な
い
…
」。
何
と
も
深
み

の
あ
る
哲
学
的
な
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
と
、そ
う
思
っ

た
皆
さ
ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
私
が
以

前
に
聞
い
た
の
は
、“
ド
ブ
ロ
ク
と
栓
を
親
子
に

見
立
て
た
例
え
話
”
な
ん
だ
そ
う
で
（
本
当
か

な
）。

　

意
味
合
い
は
こ
う
で
す
。「
ド
ブ
ロ
ク
を
一
升

ビ
ン
に
入
れ
て
持
ち
歩
く
と
き
は
、
ワ
ラ
の
栓

を
使
う
に
限
る
。
密
閉
状
況
に
な
る
キ
ャ
ッ
プ

や
コ
ル
ク
な
ど
は
、
ビ
ン
の
中
で
さ
ら
に
発
酵

が
進
み
、
臨
界
点
で
ボ
フ
ァ
ー
ッ
と
噴
出
し
て

し
ま
う
。
ワ
ラ
の
栓
だ
っ
た
ら
通
気
性
が
良
い

の
で
、
決
し
て
そ
ん
な
悲
劇
は
起
こ
ら
な
い
」。

ビ
ン
の
中
の
ド
ブ
ロ
ク
は
、
お
米
か
ら
生
ま
れ

た
の
で
子
ど
も
、
そ
の
お
米
を
実
ら
せ
た
稲
株

（
ワ
ラ
）
は
親
。
つ
ま
り
子
は
親
を
超
え
ら
れ
な

い
…
、
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

　

と
こ
ろ
で
、
ど
ぶ
ろ
く
特
区
（
酒
税
法
の
特

区
措
置
）
を
受
け
て
い
る
県
内
の
市
町
村
は
、

平
成
25
年
現
在
で
８
市
町
村
。
仙
北
市
は
平
成

20
年
に
特
区
に
（
と
っ
く
に
）
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
も
盛
ん
に
提
供
さ
れ
て
い
る
の
は
、

た
ぶ
ん
お
隣
の
北
秋
田
市
ぐ
ら
い
で
す
。
秋
田

内
陸
縦
貫
鉄
道
の
小
さ
な
旅
で
は
、
必
ず
と
言
っ

て
良
い
ほ
ど
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
な
か
な
か

の
存
在
感
で
す
。

　

一
方
、
仙
北
市
で
は
農
家
民
宿
な
ど
で
タ
マ

～
に
ご
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が

も
の
凄
く
美
味
し
い
！
。
そ
の
噂
は
首
都
圏
に

ま
で
広
ま
り
、「
呑
み
た
い
」
と
の
ご
要
望
が
ひ
っ

き
り
な
し
で
す
。
ひ
と
昔
前
な
ど
は
、
国
や
県

に
難
し
い
要
望
を
す
る
際
の
“
実
弾
攻
撃
”
に

活
用
さ
れ
、
戦
果
を
上
げ
た
お
話
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
あ
り
ま
す
。「
仙
北
市
産
の
ド
ブ
ロ
ク
は
、

一
本
筋
が
通
っ
て
い
て
爽
や
か
、
山
内
杜
氏
も

舌
を
巻
い
た
」
み
た
い
な
伝
説
も
あ
る
く
ら
い

で
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
に
入
り
半
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

地
元
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
達
は
と
も
か
く
、

大
学
や
就
職
で
新
た
な
街
に
住
む
若
者
が
、
緊

張
感
に
助
け
ら
れ
て
過
ご
す
４
月
が
過
ぎ
れ
ば
、

次
は
自
分
と
周
囲
の
新
し
い
折
り
合
い
に
悩
み
、

精
神
的
に
疲
労
困
ぱ
い
し
て
し
ま
う
５
月
病
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

で
も
頑
張
っ
て
。
社
会
は
、
常
に
次
の
次
代

を
創
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
者
が
主
役
で
す
。

ド
ブ
ロ
ク
は
と
も
か
く
、
親
を
超
え
て
進
ま
な

け
れ
ば
、
新
た
な
技
術
も
、
新
た
な
社
会
構
造

も
生
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
や
っ

て
文
明
は
進
化
し
て
き
た
の
で
す
。

　仙北市では市民の皆さんが、正しい食
習慣を身につけ健康で元気に暮らすため
の指針として「第２期仙北市食育推進計
画」を策定しました。市民の皆さんに「食
育」について知っていただくために、こ
れから「食育」に関係する情報を掲載し
ますのでどうぞご覧ください。

　
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
は
明
治
時
代
に
生
ま
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
知
育
」、「
徳
育
」、「
体
育
」

と
同
じ
よ
う
に
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
時
代
に
「
食
育
」
は
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
「
食
育
」
が
見
直
さ
れ
始
め
た
の
が

１
９
９
０
年
代
ご
ろ
で
す
。
社
会
経
済
構
造
の
変

化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
多
様
な
食
生
活
ス
タ

イ
ル
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

生
き
て
い
く
た
め
に
、「
食
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

食
生
活
が
多
様
化
し
た
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
な

ど
に
か
か
る
人
が
増
え
た
り
、
ま
た
、
朝
ご
は
ん

を
食
べ
な
い
と
い
っ
た
食
習
慣
の
乱
れ
が
問
題
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
平
成
17
年
に
「
食

育
基
本
法
」
と
い
う
法
律
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
で
「
食
育
」
と
は
「
生
き
る
上
で
の
基
本

で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳
育
お
よ
び
体
育
の
基
礎
と

な
る
べ
き
も
の
。
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」

に
関
す
る
知
識
と「
食
」を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

を
育
て
る
」
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
食
育
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

（
食
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
）

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが意味は知らない

言葉も意味も知らない 無回答

　 

①
食
育
の
歴
史

　
　
　
　「
食
育
」
誕
生
は
明
治
時
代
！

って食育

何だろう？

平成 25 年 平成 20 年

40％

42％

15％

3％

48％

37％

10％

3％

　

食
育
に
関
す
る
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
平
成

20
年
と
平
成
25
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
対
象
は
仙
北
市
内
の
20
～
70
歳
の

各
年
代
ご
と
に
３
０
０
人
を
抽
出
（
計
１
８
０
０

人
）。
回
収
率
は
57
・
６
％
（
平
成
25
年
）
で
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
言
葉
も
意
味
も
知
っ

て
い
る
と
答
え
た
方
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
ま

だ
半
分
に
も
満
た
な
い
状
況
で
す
。
明
治
時
代
に

生
ま
れ
た
「
食
育
」
で
す
が
、
現
代
社
会
に
も
必

要
な
言
葉
で
す
。
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と

な
る
「
食
育
」、生
き
る
た
め
の
基
本
で
あ
る
「
食
」

を
も
う
一
度
見
直
し
、
そ
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

『 

子
は
親
を
超
え
ら
れ
な
い
？ 

』

お
知
ら
せ

相
談
相
談
相
談

募
集

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等
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自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守

り
ま
し
ょ
う

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

　

道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽

　

車
両
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

　

す
。
し
た
が
っ
て
、
歩
道
と
車

　

道
の
区
別
の
あ
る
と
こ
ろ
は
車

　

道
通
行
が
原
則
で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行

　

自
転
車
は
道
路
の
左
端
に
寄
っ
て

　

通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

　

歩
道
で
は
、
す
ぐ
に
停
止
で
き

　

る
速
度
で
、
歩
行
者
の
通
行
を

　

妨
げ
る
場
合
は
一
時
停
止
し
な

　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

▼
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並

　

進
の
禁
止　

▼
夜
間
は
ラ
イ
ト

　

を
点
灯　

▼
交
差
点
で
の
信
号

　

遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

児
童
・
幼
児
の
保
護
責
任
者
は
、

　

児
童
・
幼
児
に
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

　

ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

仙
北
警
察
署

仙
北
地
区
交
通
安
全
協
会

仙
北
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

中小企業・小規模事業の経営者
の皆様へ
　個人保証なしで金融機関から融資を受

けたり、事業が破綻しても一定の生活費等

を残すことができるルールができました。

①法人と個人の資産・経理が明確に分離

　されている場合等において個人保証が

　不要となること

②多額の個人保証を行っていても、経営
　が行き詰まる前に、早めに事業再生や
　廃業を決断した際に一定の生活費等が
　残ること
③保証債務の履行時に返済しきれない債
　務残高は原則として免除されること
などを定めた「経営保証に関するガイ

ドライン」が、中小企業庁・金融庁指

導のもと、策定されました。金融機関

と相談したい方、詳しくは下記までご

相談ください。

●問合せ／中小企業基盤整備機構東北

本部　 022-716-1751

自動車事故対策機構からのお知
らせ
　NASVA（ナスバ）自動車事故対策機構

では、自動車事故被害者の方への「交通

遺児育成資金」の無利子貸付（0 歳から

中学校卒業までの子ども）、事故による重

度後遺障がい者の方への「介護料」の支

給を行っています。自損事故・他損事故を

問いません。詳しくは下記までお問い合わ

せください。

●問合せ／独立行政法人自動車事故対

策機構　 018-863-5875

募集

今だから伝えたい
かたくり群生の郷『初恋人への恋文コンテスト』作品募集中

時々思い出す大好きだった人の面影　本当はあの時伝えたかった

　愛おしい想い　心のうちを…

かたくりの花言葉『初恋』にちなんで、あなたの心の中にひそんでいた大

切な思いを恋文に綴ってください。

●応募規定／ ▼未発表作品に限る。　 ▼ハ

ガキ通信面を使用し、字数の規定はありま

せん。　 ▼エッセイ風・絵手紙風・一行詩

でも、愛おしい想いを綴ったものであれば

表現方法は自由です。　 ▼作品の通信面を公

開します。末尾に住所（県市町村まで）、氏

名（匿名はペンネームまたはイニシャル頭文

字）、年齢のみを記入。　 ▼ハガキ表面に住所・

氏名・性別・電話・メールアドレスを記入。　※個人情

報は慎重に取扱いし、本コンテストに関する発表や連絡、

賞品の発送などに使用し、第三者への開示はしません。

●応募資格／昭和生まれの方に限ります。

●内容／初恋人への思いを綴った恋文

を募集。かたくり館に掲示、表彰、2

月 10 日・紙風船で夜空に打上げます。

●応募期間／ 4 月 25 日まで（当日

消印有効）

●応募方法／ハガキによる郵送、ま

たは持参。

〒 014-0516 秋田県仙北市西木町

小山田字八津 249-1（かたくり館

内）

かたくり群生の郷保存会事務局 恋

文 コ ン テ ス ト 係 宛　 0187-

47-3535（FAX 兼）

●問合せ／かたくり群生の郷保存

会事務局 恋文コンテスト係 担当 赤倉　

090-3218-8660

E-Mail akakura@mbc.nifty.com
かたくり館ホームページ http://katakurikan.jimdo.com/

国家公務員採用試験のお知らせ
　人事院では、国家公務員採用一般職試

験（高卒者試験）を実施します。

●インターネット申込受付期間／ 6 月

23 日（月）～ 7 月 2 日（水）（郵送・

持参の場合は 6 月 23 日（月）～ 6 月

26 日（木））　●第 1 次試験／ 9 月 7

日（日）

　申込方法や受験資格等の詳しい内容

については、人事院ホームページまたは

下記にお問い合わせください。

●問合せ／ ▼ 人事院東北事務局　第二

課　試験係　 022-221-2022　

▼ 人事院ホームページ　http://www.

jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

制作発表・パフォーマンスの場としてアトリオンを利用しませんか
秋田県若手アーティスト支援事業利用者募集
　県では、秋田県内を拠点として活動する若手アーティストの活動支援を目

的として、希望者にアトリオン地下 1 階イベント広場を制作発表やパフォー

マンスの場として開放する「秋田県若手アーティスト支援事業」を実施して

います。県内アーティストの皆様の参加をお待ちしています。

●場所／アトリオン地下 1 階イベント広場　●開放日／① 7 月 18 日（金）

～ 7 月 21 日（月・祝）　② 8 月 22 日（金）～ 8 月 24 日（日）　③ 9 月

12 日（金）、13 日（土）、15 日（月・祝）　④ 11 月 28 日（金）～ 11 月

30 日（日）　⑤平成 27 年 2 月 13 日（金）～ 2 月 15 日（日）　⑥ 3 月 13

日（金）～ 3 月 15 日（日）　●申込〆切／ 4 月 30 日（水）17：00 まで　

●申込方法／利用申請書を持参、メールまたは郵送にて下記担当まで提出して

ください。（申請書は、秋田県文化振興課サイト「ブンカ DE ゲンキ」からご

利用いただけます）　●申込・問合せ／秋田県庁観光文化スポーツ部振興課

018-860 -1530　E-Mail bunka@mail2.pref.akita.jp

田沢湖歩こう会会員募集
　田沢湖歩こう会では会員の募集をして

います。「歩こう歩こう地球は友達」をテー

マに、最も手軽でお金の掛からない健康

法として「ウォーキング」を主とした活動

を行っています。各種イベントへの参加や

協力のほか、最近では「ノルディックウォー

キング」も始め、会員の親睦を図りなが

ら健康づくりに励んでいます。

●会費／年間 1,000 円　●問合せ／田

沢湖歩こう会事務局　嶋村　 080-

1840-5636

診療日程が変わるほか、救急車を受け入れることができない期間があります
仙北組合総合病院からの大切なお知らせです

　5 月 1 日の新病院（大曲厚生医療センター）開院準備のため、4 月 27 日

夜から、新病院への移転に伴う医療機器等の移設を行います。

　そのため、旧病院（仙北組合総合病院）と新病院の診療日程は、下表の通

りとなりますので、ご理解とご協力をお願いします。

旧病院と新病院の診療日程

4 ／ 25  金 診療日

診療場所／旧病院
（仙北組合総合病院）

26  土 休診日
※ 27 日夜から医療機器等の移転作業開始27  日

28  月 医療機器等の移転作業のため、休診

29  火 休診日

30  水 医療機器等の移転作業のため、休診

5 ／　1  木 入院患者搬送のため、休診

診療場所／新病院
（大曲厚生医療センター）2  金 新病院診療開始

3  土 休診日

4 月 30 日（水）午前 8 時 30 分から 5 月 3 日（土）午前 8 時 30 分ま
で救急車を受け入れることができません
　新病院への医療機器等の移設が終了し、患者の受け入れ・治療体制が万全と

なるまでの間、救急車を受け入れることができませんので、ご了承ください。

　大変ご迷惑をお掛けしますが、期間中の救急車による搬送先は、他の救急

医療機関（場合により、大仙市・仙北市・美郷町外となることがあります）

となりますので、ご理解をお願いします。

※他の救急医療機関での受け入れ体制は十分整えていますのでご安心ください。

◆救急車を受け入れることができない期間／
4 月 30 日（水）午前 8 時 30 分から 5 月 3 日（土）午前 8 時 30 分まで

※期間内でも直接来院された場合（救急外来）は受け入れることができますが、

医療機器等の移設状況や準備体制により受け入れできない場合もありますの

で、来院の際は事前に確認ください。

●問合せ／仙北組合総合病院　 0187-63-2111

救急車
受け入れ不可
4 ／ 30（水）8:30
～ 5／3（土）8:30
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4/１６ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） 4/1・P16

●こころの相談（田沢湖健康増進センター 13：30 ～ 17：00） 4/1・P16

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 4/1・P25

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 4/1・P25

１７ 木

１８ 金
●笑いの会　笑いヨガで仲間との交流プラス健康度アップ！（健康管理センター 9：40

～ 11：30） 4/1・P16

１９ 土

●たざわことしょかん　おはなし玉手箱（田沢湖図書館 2 階 10：00 ～） 4/1・P19

●古民家再生ビッキ倶楽部　お試し【ペーパークラフト】（田沢湖生保内字相内端 63　

10：30 ～） 4/1・P24

２０ 日
●春の全市一斉クリーンアップ（全市 6：00 ～） 4/1・P14

●立町の桜まつり　5 月 6 日まで（立町交流広場・立町商店会駐車場） P17

２１ 月
●献血（場所・時間は広報 4 月 1 日号 16 ページをご覧ください） 4/1・P16

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10：00 ～ 12：00） 4/1・P25

２２ 火
●人形たちが紹介する世界の秀作絵本展　5 月 11日まで（田沢湖図書館） 4/1・P19

● 3 Ｂ体操（田沢湖総合開発センター 13：30 ～ 15：00） 4/1・P25

２３ 水
●こころの相談（角館交流センター 13：30 ～ 17：00） 4/1・P16

●介護予防教室「若返り教室」（角館交流センター 10：00 ～ 11：30） P12

２４ 木

●古民家再生ビッキ倶楽部　お試し【気功】（田沢湖生保内字相内端 63　10：30 ～）

4/1・P24

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） 4/1・P25

２５ 金

２６ 土
●古民家再生ビッキ倶楽部　秋田版田沢湖ツーリング（田沢湖生保内字相内端 63　

10：30 ～） 4/1・P24

２７ 日

２８ 月

２９ 火

３０ 水
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～ 19：00） P10

●介護予防教室「若返り教室」（角館交流センター 10：00 ～ 11：30） P12

5/ １ 木
●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市「交流都市物産展」（市役所角館庁舎前 10：00

～ 16：00） P10

２ 金
●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市「交流都市物産展」（市役所角館庁舎前 10：00

～ 16：00） P10

３ 土 ●生保内公園野球場改修工事竣工記念試合（生保内公園野球場 10：00 ～）

４ 日

５ 月

仙北市カレンダー ４/１６水   ～５/５月  

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日　

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300　

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
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仙北市花まつり情報！！

第 29 回国民文化祭・あきた 2014
／奇跡のピアノコンサート

ちいきのわだい

がんばる女性消防団／第10回生涯
学習サークル紹介

後期高齢者医療の保険料率につい
て

市役所からのお知らせ／介護保
険事務所からのお知らせ

仙北市の放射性物質測定状況ほか

まちづくり日記／食育って何だろ
う？

お知らせナビ

カレンダー・目次

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　新年度に入り、環境の変化
で何かと忙しくされている方も
大勢いらっしゃると思います。
自分もその一人。広報制作は変
わらないのですが、係わってい
るページが変わり、慣れない作
業に四苦八苦。毎日、負傷中の
右足以外をバタバタさせてます。

TK　今年度より広報担当として
お世話になります。今は覚える
ことだらけで毎日が緊張の連続
ですが新鮮な気持ちで仕事に取
り組めています。広報を読んで
くださる皆様に楽しくわかりや
すい記事をお届けできるよう頑
張りますのでよろしくお願いし
ます。

YR　日中はだいぶ暖かくなり、
雪解けも進みました。先日も天
気の良い日に続けて取材に行く
機会がありました。明るい日差
しのせいか皆さんの笑顔をたく
さん写せた気がしました。良い
写真を掲載できるようにと思っ
ているのですが、できた写真を
見てはまだまだ反省の日々です。

角館の桜まつり
４月２０日（日）～５月５日（月）
●問合せ／角館の観光行事実行委員会（仙
北市観光課内）☎４３－３３５２　　仙北市観光
情報センター「角館駅前蔵」☎５４－２７００

八津・鎌足かたくり群生の郷
４月１９日（土）～５月６日（火）（予定）
●問合せ／かたくり群生の郷保存会
　☎４７－３５３５

刺巻水ばしょう祭り
４月１２日（土）～５月６日（火）
●問合せ／仙北市田沢湖観光情報センター
「フォレイク」　☎４３－２１１１
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